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１．これまでの定員管理の実施状況 
 

部 門            区 分 職        員        数        (人) H21 
－H17H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政 

議        会 ３ ３ ３ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ０

総        務 ２２ ２３ ２５ ２２ ２２ ２１ ２０ １８ １８ △４

税        務 ３ ３ ３ ３ ４ ３ ３ ３ ３ △１

農        水 １０ １０ ９ ９ ８ ７ ７ ６ ６ △２

商        工 ３ ３ ３ ３ ２ ２ ２ １ １ △１

土        木 ６ ５ ６ ６ ４ ３ ３ ５ ５ １

小     計 ４７ ４７ ４９ ４６ ４２ ３８ ３７ ３５ ３５ △７

福
祉
関
係

民        生 ２４ ２３ ２４ ２３ ２３ ２３ ２１ １９ １９ △４

衛        生 ６ ６ ５ ５ ５ ５ ４ ５ ５ ０

小     計 ３０ ２９ ２９ ２８ ２８ ２８ ２５ ２４ ２４ △４

一  般  行  政  計 ７７ ７６ ７８ ７４ ７０ ６６ ６２ ５９ ５９ △11
定 員 モ デ ル 超 過 数 △１ △２ ０ △４ △８ △12 △16 △15 △12

行 

政

特
別 

教        育 １１ １１ １１ １１ １２ １２ １２ １２ １２ ０

小     計 １１ １１ １１ １１ １２ １２ １２ １２ １２ ０

公  

営  

企  

業  

等 

病        院 ２８ ２８ ２７ ２６ ２６ ２６ ２７ ２７ ２８ ２

水        道 ４ ３ ２ ２ １ ２ ２ １ １ ０

下   水   道 ２ ３ １ １ １ １ １ ２ ２ １

そ   の   他 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ５ ５ ５ ３

小     計 ３６ ３６ ３２ ３１ ３０ ３１ ３５ ３５ ３６ ６

総    合    計 124 123 121 116 112 109 109 106 107 ５

※職員数は、毎年４月１日現在の定員管理調査報告数値 
 
２．過去の定員適正化計画の具体的内容および達成状況 

 
平成８年度から平成 12 年度までの第１次計画において、業務の民間委託、ＯＡ化

等行政機構等の事務事業の見直しにより減員を図ってきました。平成 13 年度以降は、

新規採用をやめ、退職者の補充を行わず人員の削減を実施してきました。特に第 2 次計

画時期の平成 18 年からの新行政改革（集中改革プラン）により定員管理目標を総数 106
人（純減率 5.4％）を目標に置き、機構の見直し、事務事業の見直しを図りながら７名

の減員を図ってきた処であります。 
目標とする総数 106 人には一歩届かなかったものの、概ね目標数値は達成できたもの

と判断している状況であります。 
 
３．定員管理の現状分析および課題 
 
    今後は、ますます進む地方分権化にあって地方への事務事業権限の委譲により、

国・道で行ってきた事業が地方自治体に量的権が移行されるものと想定され、それに係
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る職員数は必要と考えるが、一方で、財政的にも変化する補助金制度等により、更なる

行財政が厳しくなると想定される。このような中にあって、表１にあるように平成 22
年から急増する退職者の補充を必要最小限にとどめ、職員同士の横のつながりを強固な

ものとし、事務の効率化や適正な人員配置と職員の創意工夫のもと、少数精鋭主義に徹

した行政運営を行い、定員の適正化を図っていく必要がある。 
 また、年金支給開始年齢の延長に伴い公務員の定年が平成 25 年以降、現在の 60 歳か

ら段階的に 65 歳まで引き上げられる法整備が進められており、将来的には、これらに

係る給与形態、役職、業務の在り方や定員管理における職員の年齢構成等の見直しを視

野に入れる必要がある。 
(表１)《年度別定年退職者数調べ》                             平成 22 年 4 月 1 日現在

（消防職対象外） 
年   度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 合 計

定年退職者数 ３人 ３人 ６人 ４人 ２人 ２人 ３人 １人 ０人 ５人 29 人

 
    現状と課題は表２にまとめるとおりである。  
(表２)《定員管理の現状と課題》 

部  門 現          状 課                題 

民 生 未満時園児、療育園児の増加 
保育士の高年齢化 

村内常設保育所において、療育の必要な入園児の

増加並びに未満時園児の増加が課題となる。 
また、保育士の高年齢化等により保育体制の見直

しも急務となる。今後においては、現有保育士の

配置転換等も考慮し、新採保育士を検討する。ま

た、療育等などに対応する保育士の増員について

は、極力臨時職員・代替保育士等の採用に置換え

る。 

教 育 小学校６校・中学校１校 
運転技術員の高年齢化 

児童・生徒の通学にスクールバスの運行について

は、業務委託を基本とし、運転技術員の退職に伴

う新規職員の採用は抑制する検討が必要である。 
     
４．今後の定員管理のあり方 
 (1)定員管理適正化計画の基本的な考え方 
   ①定員管理適正化目標(目標とする職員数) 

平成 22年度から平成 26年度までの５カ年間で第２次計画時期の前集中改革プラ

ンで示した 106 人を目標基準値とするが、臨時・再任用を検討する中で、職員数に

ついては、出来る限り必要最小限とし少数精鋭主義を図ることとする。 
   ②主な定員管理化手法の概要 
      保育士の高年齢化に伴い事務吏員への配置転換を検討し、新採保育士の採用を検

討するとともに、未満児保育・療育保育等に対応するため、臨時・パート職員で対

応していく。また、教育部門におけるスクールバス運行のための技術吏員について

も民間委託について検討し事務吏員への配置転換を検討していく。 
      事務部門については、事務改善等を行い、退職者補充を必要最小限にとどめ、新

たな行政需用については、現職員の流用により対応することとする。また、再任用
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制度の活用についても合わせて検討をすることとする。 
 
(表３)《定員適正化計画》 
                             ※いずれの年度も 4 月 1 日現在 

部    門 区      分 
計      画      期      間 

H22 H23 H24 H25 H26 計  

一般行政部門 

職 員 数 Ａ 61 63 64 61 61 

退 職 2 1 6 2 11

新 規 採 用

（ 臨 時 雇 用 も 検 討 ）

4
（内 2 保育士 2） 

2
3

（内 2 保育士 1） 
1 10

対 前 年 増 減 数 2 1 △3 △1 △1

特別行政部門 

職 員 数 Ｂ 11 10 10 10 9 

退 職 2 0 0 1 3

新 規 採 用

（ 臨 時 雇 用 も 検 討 ）
1 0 0 0 1

対 前 年 増 減 数 △1 0 0 △1 △2

公 営 事 業 等 

職 員 数 Ｃ 37 37 37 37 37 

退 職 0 2 0 3 5

新 規 採 用

（ 臨 時 雇 用 も 検 討 ）
0 2 0 3 5

対 前 年 増 減 数 0 0 0 0 0

合    計 
職員数Ａ＋Ｂ＋Ｃ 109 110 111 108 106 

対 前 年 増 減 数 1 1 △3 △2 △3

 


